










   本症の全身の関節に生じるシャルコー関節と呼ばれる破壊性の関節障害は大変難治で

あり、痛覚の欠損のため脊髄損傷に於ける坐骨部の褥創と同様に容易に発生してくるので

予防が大切である。   そのためには実休を把握し、経験の中で学んできたことを集積し

て、日常の介護において役立たせる必要が痛感される。   今回集積されたデータからま

ず足部が重要であることから、直接診察できた本症の足部の形態と間題点、および対応と

しての足底装具の作成経験からその要点をまとめた。   幼少時にはほとんど問題が認め

られないのに対し、関節弛緩性が出現してきて外傷を受けやすくなり、この背景の中でシ

ャルコー関節へと進むことが把握できた。   また、無汗による夏季の高熱に対して開発

されたクールベストの使用者に行ったアンケートから、改善の望まれる多くの課題が認め

られたので、今後の課題のひとつとなっている。


